外を思考するもの(1) : マルセル・デュシャンの場合 by 北山 研二
今日マルセル・デュシャン（1887-1968）と言えば、男性用便器を作品（『泉』
La Fontaine, 1917）に仕立てたレディメイドのアーティストとして、あるいは









頭してきた。デュシャンは、『階段を降りる裸体 No.2』Nu descendant un




























































つかを書いたか』Comment j’ai écrit certains de mes livres.を死後出版した（1935
年刊）。そこで彼は、固有の創作手法を明かした。
『いかにして……』によれば、対語 billard / pillard（ビリヤード台／盗賊）
を選び出し、そしてそれらに綴りは同じだが意味の異なる単語をつなげて、1.
Les lettres du blanc sur les bandes du vieux billard / 2. Les lettres du blanc sur les









である。これらはすべて、billard / pillard あるいはその拡大版（たとえば、1.
J’ai du bon tabac dans ma tabatière「ぼくの嗅ぎたばこ入れにはよいたばこが入っ























































































長さ 1 メートルの糸が 1 メートルの高さから望むままに変形しながら水平面
上に落下して、長さの単位の新しい形を与えたならば。／それぞれのほぼ同じ














































































































































た〈レディメイド〉『美しい吐息、ヴェール水』Belle Haleine, Eau de Voilette
（1921）［のちに Rrose Sélavy と著名］、指物師にフランス窓 French Window を
つくってもらい、ガラス窓の代わりに革のパネルを貼って Rose Sélavy と著名
した〈レディメイド〉『恥知らずの未亡人』Fresh Widow（1920）、だまし絵の
煉瓦を描いて Rrose Sélavy と著名した〈レディメイド〉『オステルリッツの激
闘』La Bagarre d’Austerlitz（1921）、ペンキを塗った金属製の鳥籠にまるで角
砂糖に見える大理石の立方体と温度計といかの甲とを入れた〈レディメイド〉




























































































































(  1) テーマ論的には花嫁＝独身者のテーマを読み出すロベール・ルベル（Cf.




The Complete Works of Marcel Duchamp, volume one, Delano Greenidge Editions, New
York, 1997）はともかくとして。
(  2) Cf. Marcel Duchamp, Ingénieur du temps perdu, entretiens avec Pierre Cabanne,




(  3) 拙論「ノートのマルセル・デュシャン、蝶番の思索者」（『マルセル・デュシ
ャンと 20 世紀美術』展カタログ、国立国際美術館、2004, pp. 32-39.）では、「誤
差」や「ずれ」を次元移動や文脈変換などの蝶番として見なしていたが、本論で
はそれらをどのように考えるべきかを問い直す。
(  4) 「少しばかり私の『血が逆流しました』。（……）おかげで私は白けきってし
まい、私が自由だと思っていたアーティストたちから受けたあんな振る舞いに対
抗して、反動的に私は仕事につきました。サント＝ジュヌヴィエーヴ図書館の司




自由契約者です」（Marcel Duchamp, Duchamp du Signe, Ecrits, réunis et présentés par
Michel Sanouillet, Nouvelle édition revue et augmentée avec la collaboration de Elmer
Peterson, Flammarion, Paris, p. 180 ; Marchand du Sel, écrits de Marcel Duchamp, réunis
et présentés par Michel Sanouillet, Le Terrain vagque, Paris, 1958, p.155 ; Duchamp du
Signe, collection «Champs», Flammarion, 1994,p. 180.［マルセル・デュシャン『マル
セル・デュシャン全著作』北山研二訳、未知谷、1995年［二刷、2001 年］、p. 273.］




1945年代の」（Ingénieur du temps perdu, p. 51.［『デュシャンの世界』、p. 55.］）
(  6) Ingénieur du temps perdu, p. 56.［『デュシャンの世界』、p. 63.］。「私にはこの逃
げ出したいという欲求がいつもありました」（Ingénieur du temps perdu, p. 52.［『デ
ュシャンの世界』、p. 57］）
(  7) « Impressions d’Afrique », Le Gaulois du Dimanche, du 10 juillet au 13 novembre




Bibliothèque nationale de France-site Richelieu, la salle des manuscrits, « le Fonds
Roussel », MF4488. 筆者がこの脚本を点検したところ、上演の報告とは異なると
ころが多く、実際は縮小版で上演されたようだ。フランソワ・カラデックによれ
ば、三種類の脚本があったらしい（Cf. François Caradec, Raymond Roussel ,
Fayard,1997, p.136）『アフリカの印象』の初演は 1911 年 9 月 30 日から 10 月 16
日までフェミナ座で行われ（上演 3 回しか確認されていない）、再演は 1912 年 5
月 11 日から 6 月 10 日までアントワーヌ座で行われた。いずれも自費負担の上演
だった。
(  8) François Caradec, Vie de Raymond Roussel, Jean-Jacques Pauvert, Paris, 1972. pp.
128-129.(les photos 35-41)［フランソワ・カラデック『レーモン・ルーセルの生涯』
北山研二訳、リブロポート、1989 年、pp. 142-143.］
(  9) Ingénieur du temps perdu, p. 56.［『デュシャンの世界』, p. 63］
(10) Duchamp du Signe, p. 173.［『マルセル・デュシャン全著作』, pp. 264-265]






ませんでした」（Ingénieur du temps perdu, p. 57.［『デュシャンの世界』, p. 65］）
(12) デュシャンは、Jean Ferry, Une étude sur Raymond Roussel (précédé de Fronton-
Virage par André Breton, Arcanes, 1953)を読んでいた。しかし、これは出版年が示す
ように、かなり後年のことになる。Ingénieur du temps perdu, p. 79.［『デュシャンの
世界』, p. 68］
(13) « Comment j’ai écrit certains de mes livres », précédé de Documents sur Raymond
Roussel par Michel Leiris, Nouvelles Revues françaises, no. 259, 1er avril 1935［「いかに
して或る種の本を書いたか」ミシェル・レリス『レーモン・ルーセル、無垢な人』
岡谷公二訳、ペヨトル工房、1991 年、pp. 108-148]; Comment j’ai écrit certains de
mes livres, Lemerre, 1935 ; Jean-Jacques Pauvert, 1963.
(14) Cf. « Chapitre II. Rrose & cie », Duchamp du Signe, pp. 143-164.［『マルセル・デュ
シャン全著作』「第二章ローズ商会」、pp. 205-253.］デュシャンの代表的な言葉遊
び選集である。エロティックな言葉遊びが目立つ。
(15) 『キングとクイーンは急速な裸体によって横切られて』Le roi et La Reine
traversés par des Nus vites (1912)、『キングとクイーンは急ぐ裸体によって横切られ
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て』Le roi et La Reine traversés par des nus en vitesse (1912)、『キングとクイーンは急
速な裸体によって取り囲まれて』Le roi et La Reine entourés par des nus vites (1912)、
『ふたりの人物と自動車』Deux personnages et une auto (1912)、『花嫁はその独身者
たちによって裸にされて』La Mariée mise à nu par les Célibataires (1912)、『処女』
Vierge[No. 1] (1912)、『処女、No. 2』Vierge, No. 2 (1912)、『処女から花嫁へん移行』
Le Passage de la Vierge à la Mariée (1912)、『花嫁』la Mariée (1912)。
(16) Duchamp du Signe, p. 41.［『マルセル・デュシャン全著作』p. 57.］; Marchand
du Sel, pp. 35.
(17) Duchamp du Signe, p. 41.［『マルセル・デュシャン全著作』p. 57.］; Marchand
du Sel, pp. 35.
(18) Duchamp du Signe, p. 41.［『マルセル・デュシャン全著作』p. 57.］; Marchand
du Sel, pp. 35.
(19) デュシャンには現代的なモチーフと手法が念頭にあったのだろうか。「飛行機
が空を飛ぶのを見せたいときに、静物画なんか描きはしません」（Ingénieur du





三と同じなのです」（Ingénieur du temps perdu, p. 78.［『デュシャンの世界』、p. 93］）。
実際は〈一九一四年のボックス〉は五部つくられた。Cf. Arturo Schwarz, The
complete works of Marcel Duchamp, The third Revised and Expanded Edition, vol. 2,
Delano Greenidge Editions, New York, 1997, p.599.
(22) Duchamp du Signe, p. 36.［『マルセル・デュシャン全著作』p. 48.］; Marchand
du Sel, p. 30.
(23) Duchamp du Signe, p. 37.［『マルセル・デュシャン全著作』p. 51.］; Marchand






perdu, p. 65.［『デュシャンの世界』、p. 74］）
(25) Duchamp du Signe, p. 36.［『マルセル・デュシャン全著作』p. 48.］; Marchand
du Sel, p. 30.
－ 18 －
(26) Duchamp du Signe, p. 36.［『マルセル・デュシャン全著作』p. 48.］; Marchand
du Sel, p. 30.
(27) Duchamp du Signe, p. 36.［『マルセル・デュシャン全著作』p. 48.］; Marchand




perdu, pp. 61-62.［『デュシャンの世界』、p. 70］）。「（図書館に勤めながら）それと
同時に〈大ガラス〉のための計算もしていました」（Ingénieur du temps perdu, p. 69.
［『デュシャンの世界』、p. 80］）
(29) Duchamp du Signe, p. 37.［『マルセル・デュシャン全著作』p. 51.］; Marchand
du Sel, p. 33.
(30) merdre と merde については、北山研二「演劇の可能と不可能──ジャリ、コ
ポー、アルトー」（『岩波講座「文学５」』、岩波書店、2004 年、pp. 169-170.）を参
照せよ。
(31) Cf. Duchamp du Signe, pp.41-102.［『マルセル・デュシャン全著作』pp. 55-
146.］; Marchand du Sel, pp. 34-95.





















(35) Cf. Ingénieur du temps perdu, p. 102.［『デュシャンの世界』, pp.123］
(36) Cf. 1917-18 年のデュシャンのスタジオの写真。The Complete Works of Marcel
Duchamp, volume one, p. 186.
(37) Duchamp du Signe, p.50.［『マルセル・デュシャン全著作』pp. 71-72.］;
Marchand du Sel, pp. 45-46.
(38) 義理の息子ポール・マチスの手で、Notes としてまとめられて 1980 年に複製
刊行された。Marcel Duchamp, Notes, Centre National d’Art et de Culture Georges
Pompidou, Paris, 1980 ; Marcel Duchamp, Notes, Flammarion, « Champs », Paris, 1999.
(39) Denis de Rougement, « Marcel Duchamp, mine de rien », Preuves, no. 204, Paris,
février 1968, pp. 46-47. Cf. Calvin Tomkins, DUCHAMP : A Biography, Henry Holt and
comapany, « A John Macrae book », New York, p.351-352.［邦訳カルヴィン・トムキ
ンズ『マルセル・デュシャン』木下哲夫訳、みすず書房、p. 359.］
(40) Duchamp du Signe, p.274.［『マルセル・デュシャン全著作』p. 411.］; Marchand
du Sel, p. 189.
(41) Marcel Duchamp, Notes, Flammarion, « Champs », 1999, p. 21.［「極薄」岩佐鉄男
訳、『ユリイカ』1983年 10月号、p. 59.］
(42) Notes, Flammarion, op.cit., p.21.［「極薄」p. 59.］
(43) Notes, Flammarion, op.cit., p.24.［「極薄」p. 60.］
(44) Notes, Flammarion, op.cit., p.21.［「極薄」p. 59.］
(45) Notes, Flammarion, op.cit., p.34.［「極薄」p. 66.］
(46) Notes, Flammarion, op.cit., pp. 31-34.［「極薄」p. 65.］
(47) Ingénieur du temps perdu, pp. 141-142.［『デュシャンの世界』、pp.175-176］
(48) Ingénieur du temps perdu, p. 151.［『デュシャンの世界』、p. 189］





temps perdu, p. 28.［『デュシャンの世界』、p. 25］）
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